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害 曲 の 教 生 (繁殖)
世俗には底L最がわく｢など.と嘗ふO密漁q)教生拭時としては甚だ突然なるが如く見え







は姑 く措 くとするも､ 1雌にして数百の卯を産むものは極めて普通であるo l例と
2嘩Ul･て見よう｡此の過払は幼魚時代に小変q)手鑑を喰寒する音曲であり､基の幼鹿は唯1粒の
小歩0)qlにてよく成長を掛 きて成島となるC,斯 くの如くなるが故に之が食客rt噸喜曲の知鰍 こ















と多 く､穿蛾の如剖こありても上述の計算上達 し得る教の9割 9分までは中途に.して発され､
































も猶は稚 く之を通過し得るものであるから,歪みが絶妙に起 らないや うな良い樹氷で非常























































































ことには､今El求だ之等の緋撰軌 こ就きて基の作用が上述のか郎 邑鼻の吸熱 こ辞へる排懐作用
なりや香や､,若 し然り.とすれば､夫の強封ま典して如何なる程度であるかと青ふが如き重野の

















何となれば何等かの践骨にカ如､て毛敵軌 毛皮等に苦慮の卵が附著 して居たり､或は嘗戯 白熱



















































































































































ナ フタ.)ンも周知の如 く翻 削これ-)では白色の固健であるが徐々に揮敬して蒸気となる｡ナ
7タリンの嵐化カも甚だ火なるものではなく,擢氏300に於いてナ-)タリン蒸気が盤嵐を飽和
してゐる時の丑が1000立カリミ0)壌間に射して僕に3Oグラム丑に過ぎない(J古来､蕃最を防ぐ目
的には久しく使用されてゐたが煉蒸剤として音曲隅於の日日机こ使用せられたのは比較的妃年0)
ことであるO従って之が使用法に関しては今日猶は不明の鮎が多い｡ I
煉蒸によりて寄鹿を没さうとすれば如何なる菓剤を用ふるにしても,鵬凍るだけ容辞が嵐密
でありてガスの漏れることが少いや うにせねばならぬ｡即ち繁簡､愈庫等の中に於いて煙幕な
行はねぽならぬこと壮膏ふまでもない｡パラヂクロー)LJヾンヂン又はナフタ1)ン等の如 く轟性
の大ならざる物を用ゐる場合には充分なる殺助成額を得ようとするには爆蒸の時間を長 くする
必要があり､時間を長くすれば其の間に輿が揮畿して全 く無 くなってし息ふ駐れがあるO従っ
て之等のものを用ふる場合には鹿蒸されるべき巷間が之等の嵐化 した蒸気で飽和封 t,てゐるや
うにする〕軌こ之等の輩剤を過畳に用ひることが大切であるO 煉幕に関して性悪すべき事は猶は
多々あることであるが夫等については山 此々所に述べることは出凍ないO
